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寒さも緩み、鹿島台も春の息吹が感じられるようになりました。今月は各学年で最後の定期考査が実施
され、これまでの学習や学校生活を振り返るとともに、進級・卒業後の新生活に向けて準備を進めている
ところです。3月には、卒業式や高校入試、修業式が行われます。この節目の時期に、自分を見つめ直し、
新たな目標を定め、どのように行動するかが大切です。本年度も残りわずかとなりましたが、心身ともに充
実した日々を送るよう願います。

本校は、本年度より金融教育研究校として、宮城県金融広報委員会の協力を得ながら、「生
涯の経済的成功への道を開く」をテーマに学習活動を展開しています。本年度は、商業高校と
しての専門的知識・技術の習得に加えて、金銭や金融に対する理解をさらに深めるために「金
融経済教育セミナー」を実施しました。同セミナーは１月３０日（火）・２月１日（木）に１・２年生
を対象に実施し、ＳＭＢＣコンシュマーファイナンス（株）氏家充さんを講師として、金融経済の現
状を踏まえ、よりよい人生を歩むための知識や考え方を学びました。具体の内容として、ライフプ
ランの設計（働く意義とお金の計画的使用）や賢い消費者として生きるスキル（契約と法律、ク
レジットカードの特徴）、金融や経済のしくみ（市場経済、銀行、貿易、景気変動）、金融商品（預
金・利息、投資、保険）、社会のしくみ（社会保険制度、税金）など、身近な事例を取り上げ、グ
ループワークを通してお金と暮らしの関係について理解を深めることができました。今回の学習
内容は、一般社団法人金融財政事情研究会が主催する「金融リテラシー検定」につながるもの
です。同検定の受験は３月に予定しています。これを機会に社会人として豊かな人生を送ること
ができるよう「賢く生きる術」を身に付けてほしいと思います。

２学年「マーケティング」の授業の一環として、２月７日（水）に「ラッピング講習会」を実施しまし
た。当日は、国際マルチビジネス専門学校の佐藤美枝さんを講師として、ラッピングの方法について
学びました。身近な材料を工夫して用いることで、日本の伝統的なデザインを簡単に表現することが
できることを知りました。完成したラッピングは、一般的な包装とは異なり、おもてなしや感謝の心が
滲み出る味わい深い仕上がりとなりました。

金融経済教育セミナーを受講して思ったことは、社会生活を送る上でお金がとても大切であるということです。お金
があれば、自分の欲しいものや家も購入できます。大切なお金をいかに賢く増やすかをこの授業で学ぶことができま
した。銀行に預金をしても増えないので、投資を活用することが有効であると考えました。（２年３組：大場楓冬さん）

私は、２月７日に行われたラッピング講習会を受講しました。講習会では、講師の先生がよく使うという、
紙と不織布を使用したラッピング方法を教えていただきました。材料としてラッピングでよく使用するリボ
ンや両面テープ、マスキングテープに加えて、水引という光沢のある糸を使いました。作り方はいたってシ
ンプルで、両面テープをうまく使い、各材料を紙に貼っていきました。マスキングテープには色々な柄があ
るので、自分好みに可愛くしたり、格好良くしたりすることができます。また、リボンの輪の数を増やして花
のようにすることもでき、色々な楽しみ方があります。このような特徴から子どもから大人まで、一緒に協力
して、楽しく思い出に残る一品をつくることができます。ちなみにリボンにマスキングテープを貼ることで丈
夫になり、５・６年はもつとのことでした。 （２年１組：瀬戸由奈さん）

商業科だけではなく、社会科や家庭科の
授業での学びもつながります。自分の生
活に「生きる学び」となったでしょうか？

佐藤先生の作品です。和心のある美しい作品で

すが、難しい技術は必要なく、わずかな時間と材

料さえあれば、手軽に制作できます。

繊細で細かな作業もあり、はじ

めはコツをつかむのに苦労しま

したが、イメージが少しずつ形に

なっていくことで、ものづくりの

魅力を感じることができました。

今回の金融教育セミナーを通して学んだことは３つあります。１つめは、将来の自分のお金の使い方です。今後のライフプランを考える上で、将来使う
金額を予想して就きたい仕事と、それに向けて今の自分にできることを考えました。２つめは保険の活用の仕方です。家族の事故や病気のリスクを考
えて、それに該当する保険を考えました。３つめは、税金や社会保険料についてです。将来自分が就職した際に払わないといけない税金や保険料を学
びました。また、働くようになってから自分で解決できないことを周りで話し合い、それを補う税金の種類と使い道を調べました。今回のセミナーで今後
の人生のイメージができ、とても有意義な学習ができました。（１年３組：阿部真冴斗さん） 互いに意見交換しながら、様々な角度

から身近なお金について考えました。



２月６日（火）に１・２年生を対象に「３年生の話を聞く会」を実施しました。卒業後の進路が決定
した３年生や卒業生の方を講師（就職・進学とも各３名）として、進路選択や受験に向けた取組や、
進路実現に向けて高校生活で大切にすべきことなど、自らの経験談を交えてアドバイスをしてもら
いました。１・２年生の皆さんは、半年後・１年後をしっかりと見据え、進路実現に向けて計画的に粘
り強く諸活動（学習・特別活動・校外活動）に取り組んでいきましょう！

前年度の「総合的な探究の時間」の学習成果「大崎耕土～ウルトラ作戦！～」の取組がNPO法人古
川学人主催「第６回吉野作造記念おおさき社会貢献大賞」最優秀賞を受賞しました。授賞式は１月２８
日（日）に吉野作造記念館で行われ、代表者２名が参加しました。当日は、１１月に実施したGIAHSツ
ーリズム研修も取り上げながら、これまでの活動内容を紹介しました。冒頭の言葉は、吉野作造氏が残
した名言です。今後も地域に生きる高校生として、社会貢献の在り方をみんなで考えていきましょう！

１月２８日（日）に宮城県庁で「みやぎ高校生フォーラム」が開催されました。当日は県内の公立
高校の代表によるポスターセッションの他、全体会で代表校による実践発表やスピーチなどが行わ
れました。各校の実践を知ることで互いに研鑽を深め、魅力溢れる学校づくりを考える良い機会と
なりました。学校生活の主役は生徒の皆さんです。学んだことを生徒会執行部で共有し、新たな取
組が生まれることを期待します。

◆今後の主な行事（予定） ※ ３月は登校日のみ記載しています。
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２月２８日（水） 卒業式準備・ワックスがけ（２年生） 〒９８９－４１０４

２月２９日（木） 卒業式予行・同窓会入会式 大崎市鹿島台広長字杢師前４４

３月 １日（金） 卒業式 ＴＥＬ ０２２９－５６－２６６４

３月 ４日（月） 特別編成時間割３時間 ＦＡＸ ０２２９－５６－２４６１

３月１２日（火） 特別編成時間割３時間

３月１５日（金） 特別編成時間割６時間・①～③進路ガイダンス
※ ホームページは

３月１８日（月） 特別編成時間割３時間
こちらから →

３月１９日（火） 特別編成時間割３時間

３月２２日（金） 修業式・清掃用具等回収日
https://kasimadai-ch.myswan.ed.jp/

３月２５日（月） 学年末休業（～３１日（日））・合格者予備登校

３月２９日（金） 離任式 ※ 学年始休業（４月１日（月）～７日（日））

※ 高校入試の実施に伴い、３月は家庭学習日や校地内立入禁止となる日があります。生徒の皆さんは、２月１４日に配付された文書を確

認してください。

おおさき社会貢献大賞の最優秀賞を受賞することができました。このような賞をいただき大変光栄に思います。昨年の１１月に「ＧＩＡＨＳツーリズム研修・後継者育成プログ

ラム」の１つであるバスツアーを実施することができ、大崎市の皆さんに地域の魅力を発信できました。表彰式は１月２８日に吉野作造記念館で行われ、バスツアーで学んだこ

とをパネルで紹介しました。当日参加された多くの市民の方に私たちの取組を知っていただくことができました。今回の受賞を励みに、今後も地域の課題の解決と、持続可能

な社会の実現に向けて取り組み、社会貢献できるよう努力していきたいと思います。（２年１組：鈴木美羽さん）

今回、ふだんの学校生活では聞くことができない身近な先輩達の話を聞いて、どのようにして就職先や進学先を決めたのか

など具体的な内容を知ることができました。３年生になったら、進路活動が始まるので、講話を通して学んだことを生かしてい

きたいと思いました。（２年３組：早坂武尊さん）

５人の先輩方のお話を聞いて、なぜその進路にしたのか、進路実現に向けて取り組んできた準備について聞くことができてとても参考になりました。進学の先輩方の話で

は、日頃から学校を休まず、テスト勉強をしっかりとし、提出物を出して評定を上げていくことが大切だということが分かりました。また、就職の先輩方は、身だしなみや礼儀を

日頃から気をつけ、面接練習を多くの先生方と回数を重ねることが大事だということが分かりました。私は、５人の先輩方から聞いた話を忘れずに将来の進路を決める時、自

分が望む進路先に進むことができるよう、今からできることをしていきたいと思います。（１年３組：髙橋柚南さん）

後輩からの質問に丁寧に答えてくれ

て、ありがとうございました。身近な先

輩達の言葉の一つ一つに重みを感じ

ることができました。

みやぎ高校生フォーラムのポスターセッションでスピーチしましたが、当日は一人ということもあって緊張

しました。不安もありましたが、大きな声でスピーチすることを意識しました。ポスターセッションでは、他校

の生徒や先生などに学校の取組を聴いてもらいましたが、特に「駅からハイキング」に興味をもってくれる

方がいました。全体発表では、加美農業高校の発表を聴きましたが、農業高校の地域貢献の仕方に興味

をもちました。内容は害獣駆除で、近隣住民の意見に耳を傾けることが大切であると感じました。代表校発

表では、どの発表もスピーディで聞き取りやすく、内容もスケールの大きな活動でした。私も小さなことでも

自分ができる範囲のことを精一杯頑張っていきたいと思います。（２年１組：奈良健吾さん）

授賞式には、地域の皆さんも多数参加して

おり、本校の取組を多くの皆さんに知って

いただくことができました。

社会貢献活動として「読み聞か

せボランティア」や「キッズフェ

スティバル鹿島台」、本校の特

色である「駅からハイキング」や

「秋の互市」における森林どり

の販売などを紹介しました。


